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上海日本人女性ネットワーク（JWN)
2019年 活動報告書

上海日本人女性ネットワーク

平素より皆様方には私たちの活動に格別のご理解とご支援を賜り、御礼申し上げます。

私たち上海日本人女性ネットワーク(JWN)は、東日本大震災を機に、上海在住日本人女性のさまざま
なグループが相互につながりあう基盤として発足いたしました。 各グループのサイトやブログがリ
ンクするブログの運営、東日本被災者支援活動への長期的な取り組み、上海に暮らす日本人や日中交
流に役に立つ情報発信やイベントの開催を目的としております。

2019年も、これまでに築いてきたネットワークを基礎に地道な活動を続けてまいりました。活動を継
続できることや皆さまからお声がけいただけることに改めて感謝する次第です。

また、12月は昨年に引き続き、協賛企業様のご協力によりチャリティ福袋の販売を実施し、来場のみ
なさまに好評を頂きました。活動内容の詳細は次ページ以降をご覧ください。2019年の会計報告は別
途、添付資料をご覧ください。

活動の中で得た収益から6,551.48元を「特定非営利活動法人南相馬ファクトリー」へ、台風19号被災地

への支援のために「AAR Japan」に4,409.46元を寄付いたしました。

南相馬ファクトリー http://minamisoma-factory.com/
AAR Japan https://www.aarjapan.gr.jp/

送金後の残高は0元となり、今期をもちまして、東日本大震災被災地支援を目的としたJWNとしての活
動はいったんの区切りとさせていただくことになりました。今後は「ゆるやかでしなやかな横のつな
がり」を目標としたプラットフォームとしての機能をのこし、自分たちのできる範囲でコミュニティ
に関わっていく所存です。

これまでの皆さまのご支援に深く感謝申し上げますとともに、新たなステージに進む上海日本人女性
ネットワークに引き続きご支援賜りますようにお願い申し上げます。

上海日本人女性ネットワーク(JWN)

上海で働く日本人女性の会・互人多

http://minamisoma-factory.com/
https://www.aarjapan.gr.jp/


被災地の思いをつなぐ
震災復興支援グッズの紹介

JWN
主な活動①

被災地から遠く離れた上海で
私たちにもできること

被災地支援につながる商品を使うことで、被災地の
ことを思い出す瞬間を日々の暮らしの中に少しでも
重ねていければ。
上海からでもできる支援の形のひとつとして。

震災の記憶を風化させない＝「忘れない」

JWNメンバーが、ぜひ上海の皆さん

にも知ってほしいと思う、素敵な商
品の数々をご紹介しています。

お買い物が復興支援に直結する、
そんな支援の形もあることを

知ってもらえたら。

紹介する商品は、収益の一部が

作り手である仮設住宅にお住まい
の女性たちの工賃として支払われ
るなど、被災者の自立支援につな
がるものや、収益の一部を
被災地支援活動の資金と

するものなど。



2019年2月、ドキュメンタリー映画の鑑賞会を開催しました。

被災地または被災地支援に関する情報の発信

JWN
主な活動②

© Kokoro Film Partners

絵本セラピスト高島氏による震災絵本読み聞かせ

作品： 『きつねのでんわボックス』
『およぐひと』

ドキュメンタリー映画 『一陽来復』 を鑑賞

https://blog.canpan.info/jwn_shanghai/archive/408

https://blog.canpan.info/jwn_shanghai/archive/408


2月23日

5月19日

10月22日

10月27日

12月6日

JWN主催 「311に思う」
- 震災絵本よみきかせ『きつねのでんわボックス』『およぐひと』
-ドキュメンタリー映画『一陽来復』鑑賞会

互人多主催「互人多チャリティバザー」への参加

AAR Japanに台風19号被災地域への緊急支援金を送金

南相馬ファクトリーへの支援金送金

互人多主催「チャリティクリスマスコンサート」にてチャリティ福袋の販売

AAR Japanに台風19号被災地域への支援金を送金

上海日本人女性ネットワーク（JWN） 2019年 活動の記録


